
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 ノースアジア大学 
設置者名 学校法人ノースアジア大学  

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

経済 

経済 
夜 ・

通信 

26 

- 

50 76 13  

 
夜 ・

通信 
    

法 

法律 
夜 ・

通信 
8 

34 68 13  

国際 
夜 ・

通信 
28 62 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
シラバスに教員の実務経験等について明記している。シラバスはホームページ及びポ

ータルサイトにアップしている。 
https://www.nau.ac.jp/economics/eco_syllabus（ホームページ：経済学部） 

https://www.nau.ac.jp/law/syllabus（ホームページ：法学部） 

https://portal.nau.ac.jp/campusweb（ポータルサイト） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 ノースアジア大学 
設置者名 学校法人ノースアジア大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.northasia.jp/other/info/NAU-meibo.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 
令和 4 年 1 月 20 日

～ 

令和 6 年 1月 19 日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 NPO 法人参与 
令和 4 年 1 月 20 日

～ 

令和 6 年 1月 19 日 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 ノースアジア大学 

設置者名 学校法人ノースアジア大学  

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

＜授業計画（シラバス）の作成過程＞ 
①様々な事例や文部科学省及び日本高等教育評価機構のホームページ等を参照

し、シラバスの作成要領である「〇〇年度シラバス作成について」の見直しを

毎年行う。その際は、見やすさはもちろんのこと、項目や記載内容の検討も併

せて行っている。 
②次年度科目担当者が決まり次第、作成要領である「〇〇年度シラバス作成につ 

いて」を授業科目担当者に送信し、シラバスの作成を依頼している。 
    ③提出されたシラバスは、教務委員及び教務課職員がチェックし、必要であれば 

授業担当者と連絡を取りながら加筆している。 
 

＜授業計画（シラバス）の作成・公表時期＞ 
① 授業計画の作成は授業担当者が決まり次第随時行っており、新年度の授業が

始まる前までには、ホームページ及びポータルサイトにアップしている。ま

た、第１回目の授業の際には、各科目担当者が印刷したシラバスを学生に配

布し、授業計画について詳細に説明している。 
 

授業計画書の公表方法 

ホームページ及びポータルサイトでの公表及び学生への直

接配布 

（ホームページ：経済学部） 

https://www.nau.ac.jp/economics/eco_syllabus 

（ホームページ：法学部） 

https://www.nau.ac.jp/law/syllabus 

（ポータルサイト） 

https://portal.nau.ac.jp/campusweb 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

＜単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況（各学生の学修成果に基づき、

あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格かつ適正に単位授与又は履

修認定を実施している旨を記載すること＞ 
  本学では、学生便覧及びホームページ上に①成績については、定期試験、授業の

小テスト、レポート課題、受講態度、貢献度、その他教員の指示する方法等によっ

て総合的に評価し、各科目担当教員が単位認定すること、②単位認定の評価基準は、

次のとおりとすること、を明記している。またシラバスにも記載している。 
 
 

判定 合格 不合格 
評価 秀 優 良 可 不可 
点数 100 点～90 点 89 点～80 点 79 点～70 点 69 点～60 点 59 点以下 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

＜GPA 等の客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など）＞ 
 本学では、学生便覧及びホームページ上で「GPA（Grade Point Average）は、
取得した単位の「質」を数値化したものです。履修登録した単位数のうち、秀の単
位数に 4 点、優の単位数に 3 点、良の単位数に 2 点、可の単位数に 1 点をそれぞれ
乗じ、その合計ポイントを履修登録単位数の総和で除したもので、満点が 4.00 ポ
イントになります。（不可、履修取消しは０点）これにより自分自身の学習成果を
客観的に把握することができるようになります。」と明記している。 
 

「秀」単位数×4.0 ＋「優」単位数×3.0＋「良」単位数×2.0＋「可」単位数×1.0 
総履修登録単位数 

 
＜客観的な指標の適切な実施状況（あらかじめ設定した算出方法により、GPA 等

の数値を算出している旨の記載すること＞ 
 学生便覧やホームページ上で示した GPA については、前期末及び後期末に配布

する成績通知書に通算 GPA と当該年度 GPA を明記しており、自身の学修成果を客

観的に把握できる状況になっている。 
  なお、学生の成績が所属する学部学年でどの位置にあるかについては、学生の指 

 導や学業奨学生等の判定で利用する「GPA 評価一覧表」で把握できている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
学生便覧及びホームページ等で公表 

https://www.nau.ac.jp/school/life/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

＜卒業の認定に関する具体的な内容＞ 
 ノースアジア大学では全学部共通で「卒業認定・学位授与の方針」を次のように定

めています。 
１．学則に定められた期間在学し、各学部の教育目標に沿って配置した科目を

履修して基準となる単位数を修得することが卒業認定・学位授与の要件とな

ります。 
２．本学では、卒業試験を課しています。卒業試験に合格することが、必修科

目であるゼミナールⅢの単位修得要件となります。 
 また、各学科でも次のように「卒業認定・学位授与の方針」を定めています。 
 〔経済学科〕 
   経済社会に対応する実践的能力に長けた、多様な職業で活躍する人材を養成す 

ることを目指しています。 この目的にしたがって、入門、成長、飛躍という成長 
のプロセスを経て学修成果目標を達成するとともに、所定の単位を修得し、卒業 
試験に合格したものに対して学士の学位を授与します。また、卒業までに本学学 
生が身につけるべき能力を次のとおりとします。 

 
「主体性・協調性」 

   自分と他人の存在意義を理解し、物事や事象に関する幅広い情報伝達と共有を 
図り、自身で判断する意志のもと、分析や解決策を成果に結びつける能力。 

 
「思考・創造性」 

   社会的・職業的自立に向けて必要な能力を有し、現状と課題のギャップを認識 
した問題解決能力を兼ね備え、本質を見い出すことで解決の方向性を考える能 
力。 

 
「教養・国際性」 

   グローバルな視点と感覚を持ちながら世界や外国に対する見解を兼ね備え、幅 
広い知識や教養をもとに他人との意思疎通を図ることができる能力。 

 
「応用力・汎用力」 
 経済学的思考と実践的能力を有し、物事や事象に対して要因分析や効果分析な 
ど理論や政策に基づく考え方が、応用力・汎用力のもとに構築できる能力。 

 
〔法律学科〕 

「公務員コース」、「企業コース」、「法律コース」の各コースにて法的真理を探究 

し、人として調和のとれた感覚を身につけながら、実社会において必要とされる 

法的知識と教養知識を兼ね備えた人材の養成を目指しています。 この目的と学 

修成果目標を達成するために、学生の主体的な学修によって単位の質を高めつ 

つ、所定の単位を修得し、かつ卒業試験に合格した者に対して卒業を認め、学士 

の学位を授与します。また、卒業までに本学学生が身につけるべき能力を

次のとおりとします。 
 
「主体性・協調性」 

    衡平の感覚を備え、他者の人格を尊重しつつ、主体的に問題点を検討しなが 
ら一定の成果に結びつける能力。 

 
「思考・創造性」 



  

     職業的自立に向けて必要な能力を有し、現状と課題のギャップを認識した

社会に還元できる法的思考に基づいた解決の方向性を見い出せる能力。 
 
「教養・国際性」 

    グローバルな視点と感覚を持ちながら、幅広い知識や教養をもとに事案の分 
析・解決を図ることができる能力。 

 
「応用力・汎用力」 

    法的知識と法的思考を駆使した応用力と汎用力が構築されることにより、事 
実の抽出や結論への考察、新しい価値や解決策を考える能力。 

 

〔国際学科〕 

「国際関係コース」、「グローバル英語コース」、「観光コース」の各コースにて社 

会現象に内在する真理を探究し、人として調和のとれたグローバルな感覚を磨 

き、実社会に必要とされる法的要素を身につけた有為な人材の育成を目指して 

います。この目的と学修成果目標を達成するために、学生の主体的な学修によっ 

て単位の質を高めながら、所定の単位を修得し、卒業試験に合格した者に対して 

学士の学位を授与します。 

 

「主体性・協調性」 
 未知の分野であっても積極的に関わり、多様性を尊重しながら自身の主張を 
伝え、問題の発見・解決のために前向きに行動できる能力。 
 

「思考・創造性」 
    社会的自立に向けて必要な能力を有し、現状の把握や分析をもとに物事の本 

質を見極めながら、論理的に自分の意見を述べることができる能力。 
 

「教養・国際性」 
    広い視野とグローバルな感覚を持ちながら、多文化共生に関する豊富な知識 

や教養をもとに、母国語及び外国語を駆使して、他者との意思疎通を図ること 
のできる能力。 

 
「応用力・汎用力」 

国内外の諸問題に関心を持ち、その解決と持続的な発展に向けて専門知識を 
いかしながら考察できる能力、および新しい価値・文化の創造に向けて行動で 
きる能力。 

 

＜卒業の認定に関する方針の適切な実施状況（卒業の認定に関する方針や学生の修得

単位数等を踏まえ、卒業を認定している旨を記載すること）＞ 
 学位授与方針に明記しているが、各学部の教育目標に沿って配置した科目を履修し

て基準となる単位数を修得することが学位授与の要件となる。基準となる単位数は以

下の通り。 
〔経済学科〕 

科目区分 卒業所要単位数 

総合科目群 必修科目 6 単位 

 選択必修科目 4 単位以上 

 選択科目 8 単位以上 

専門科目群 必修科目 10 単位 

 選択科目 96 単位以上 



  

 合計 124 単位以上 

〔法律学科〕 

科目区分 卒業所要単位数 

総合科目群 必修科目 4 単位 

 選択必修科目 4 単位以上 

 選択科目 10 単位以上 

専門科目群 必修科目 12 単位 

 選択科目 94 単位以上 

 合計 124 単位以上 

 

〔国際学科〕 

科目区分 卒業所要単位数 

総合科目群 必修科目 4 単位 

 選択必修科目 6 単位以上 

 選択科目 8 単位以上 

専門科目群 必修科目 12 単位 

 選択必修科目 14 単位以上 

 選択科目 80 単位以上 

 合計 124 単位以上 

 

また、本学では 2 年次から 3 年次に進級する際、50 単位以上取得できなければ進

級を認めていない。3 年次終了までに 80 単位以上取得できなければ卒業見込証明書

も発行しない。 
さらに、本学では学位授与方針に明記している通り卒業試験を課している。卒業試

験に合格することが、必修科目であるゼミナールⅢの単位修得要件となる。 
このように、単位取得に関連してハードルを設けることで、厳格な運用を行っている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
学生便覧及びホームページ等で公表 

https://www.nau.ac.jp/school/life/ 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 ノースアジア大学 

設置者名 学校法人ノースアジア大学 理事長 小泉 健 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.northasia.jp/other/univ_data.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.northasia.jp/other/univ_data.html 
財産目録 https://www.northasia.jp/other/univ_data.html 
事業報告書 https://www.northasia.jp/other/univ_data.html 
監事による監査報告（書） https://www.northasia.jp/other/univ_data.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページで公表（https://www.nau.ac.jp/info/certification） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：ホームページで公表（https://www.nau.ac.jp/info/certification） 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 経済学部経済学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公表） 

（概要） 

ノースアジア大学では、経済学部経済学科の人材養成に関する目的と教育目的を次

のとおり定めている。 
 

 経済社会に対応する実践的能力に長けた職業人を育成する。 
 基礎力・応用力を養い、キャリアデザインすなわち職業設計を実現する仕事力を鍛

え、民間あるいは公的分野における多様な職業で活躍する主体性と自発性を有する人

材を養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公表） 

（概要） 

ノースアジア大学では全学部共通で「卒業認定・学位授与の方針」を次のように定めて

います。 
１．学則に定められた期間在学し、各学部の教育目標に沿って配置した科目を履修し

て基準となる単位数を修得することが卒業認定・学位授与の要件となります。 
２．本学では、卒業試験を課しています。卒業試験に合格することが、必修科目であ

るゼミナールⅢの単位修得要件となります。 
 

経済社会に対応する実践的能力に長けた、多様な職業で活躍する人材を養成する 
ことを目指しています。この目的にしたがって入門、成長、飛躍という成長のプロ 
セスを経て学修成果目標を達成するとともに、所定の単位を修得し、卒業試験に合 
格したものに対して学士の学位を授与します。また、卒業までに本学学生が身につ 
けるべき能力を次のとおりとします。 

 
「主体性・協調性」 

    自分と他人の存在意義を理解し、物事や事象に関する幅広い情報伝達と共有を図

り、自身で判断する意志のもと、分析や解決策を成果に結びつける能力。 
「思考・創造性」 

    社会的・職業的自立に向けて必要な能力を有し、現状と課題のギャップを認識し

た問題解決能力を兼ね備え、本質を見い出すことで解決の方向性を考える能力。 
「教養・国際性」 

    グローバルな視点と感覚を持ちながら世界や外国に対する見解を兼ね備え、幅広

い知識や教養をもとに他人との意思疎通を図ることができる能力。 
「応用力・汎用力」 

    経済学的思考と実践的能力を有し、物事や事象に対して要因分析や効果分析など 
理論や政策に基づく考え方が、応用力・汎用力のもとに構築できる能力。 

〔経済学科〕 
   経済学部経済学科では、経済社会に対応する実践的能力に長けた、多様な職業

で活躍する主体性と自発性を有する人材を養成することを目指しています。この

目的にしたがって、入門、成長、飛躍という主体的・自発的な成長のプロセスを経

て、所定の単位を修得し、卒業試験に合格したものに対して学士の学位を授与し

ます。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公

表） 



  

（概要） 

建学の精神、人材養成に関する目的と教育目的、および学修成果目標に基づき、学生

の成長プロセスを意識した科目編成、職業人としての自覚を養うキャリア教育、高い実

践的能力を培うためのコース制の３つの教育的工夫を基盤に教育課程を体系的に編成

し、「教育課程編成・実施の方針」を、次のように定めています。 
 

１．科学に基づく豊富な知識を身につける能力、適切な情報を収集し分析する能力、 
そして科学的思考を身につけるための教養教育を実践します。 

２．学生の将来の志望に応じた４つのコース「公務員コース」、「金融コース」、 
「経済データサイエンスコース」、「スポーツ経営コース」を設けています。 

３．専門科目群を「基盤科目」、「発展科目」、「実践科目」に区分し、教養教育の 
上に多様化・複雑化する社会の諸方面で活躍できる人材、グローバルな視点で物事 
を捉え、異文化を理解できる能力を育成します。 

４．専門科目群の「実践科目」を「キャリア開発科目」、「自発性開発科目」、「資 
格取得・受験対策科目」に区分し、自発的に学び、困難に直面してもあきらめず意 
欲的に学び成長しようとする姿勢を効果的に修得させるとともに、日本社会や地元 
地域に貢献できる人材を育成するため、豊かな人間性と強固な責任感、そして高い 
倫理観を修得させます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学案内・入試要項及びホームページ等で公

表） 

（概要） 

ノースアジア大学では日頃から礼節を重んじ、常に整容を心がけ、将来の目標に向か

ってひたむきに努力する強く大きな志を持った人を求めています。 
〔経済学部経済学科〕 
世の中の若者を巡る社会環境は年々厳しさを増し、社会にあるほとんど全ての職業は

経済と大きく関係するようになってきています。経済学科では、卒業認定（出口）、教

育課程（中身）、入学者受入れ（入口）を一体的にとらえ、卒業後の進路（出口）の観

点から公務員、金融、経済データサイエンス、スポーツ経営の４つのコースを設け、そ

れぞれに応じた教育課程を整備し、入学者の受入れ（入口）については、次のいずれか

の資質・能力を備えた学生の入学を希望します。 
 

１．公務員、教員やその他の公的な機関の職業に携わり、地域や日本の人々の安全や 
幸福に貢献したいと考える意欲（公務員コース）。 

２．金融・販売・流通・貿易・製造・出版・運輸・IT などいずれかの分野で活躍でき

る金融的センス(金融コース）。 
３．大量かつ多様なデータを解析し、グローバルな経済社会に応用できる資質（経済

データサイエンスコース）。 
４．スポーツを心理・健康・経営学的な視点から理解して、スポーツ指導やスポーツ

施設経営、マスコミ・文化・サービス・エンターテイメント・環境保全・農業な

どに携わろうとする志向性（スポーツ経営コース）。 
 

そして、何よりも夢に向かってひたむきに取り組み、困難に直面してもあきらめず、 
意欲的に成長しようとする強い意志を持つ人の入学を希望します。 
 
高校時代に特に学んでほしいこと 

入学希望者は、年齢・性別・文化・地域・家庭環境等にかかわらず、高等学校の普

通科から国際・情報・工業・農業・商業など多方面にわたる分野の各学科において、

基礎的な知識・技能を多様な人々と協働しつつ学んだり、各種の資格を取得したり、

芸術・文化・スポーツ・生徒会・社会活動などを通して、思考力・判断力・表現力等

を主体的に培って欲しいと思います。 
 



  

これらの資質や能力を有しているかの判断は、資格取得状況、調査書、学力試験、面接等

を通じて行います。 

 

学部等名 法学部法律学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公表） 

（概要） 

ノースアジア大学では、法学部及び法律学科の人材養成に関する目的と教育目的を

次のとおり定めている。 

 

 実社会において必要とされる法的知識を修得させ法的思考力を持つ人材を養成す

る。 

 法的知識と教養知識を兼ね備えた有為な人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公表） 

（概要） 
ノースアジア大学では全学部共通で「卒業認定・学位授与の方針」を次のように定め

ています。 
１．学則に定められた期間在学し、各学部の教育目標に沿って配置した科目を履修し

て基準となる単位数を修得することが卒業認定・学位授与の要件となります。 
２．本学では、卒業試験を課しています。卒業試験に合格することが、必修科目であ

るゼミナールⅢの単位修得要件となります。 
 

「公務員コース」、「企業コース」、「法律コース」の各コースにて法的真理を探

求し、人として調和のとれた感覚を身につけながら、実社会において必要とされる

法的知識と教養知識を兼ね備えた人材の養成を目指しています。この目的と学修成

果目標を達成するために、学生の主体的な学修によって単位の質を高めつつ、所定

の単位を修得し、かつ卒業試験に合格した者に対して卒業を認め、学士の学位を授

与します。また、卒業までに本学学生が身につけるべき能力を次のとおりとします。 
 
「主体性・協調性」 

     衡平の感覚を備え、他者の人格を尊重しつつ、主体的に問題点を検討しながら

一定の成果に結びつける能力。 
「思考・創造性」 

     職業的自立に向けて必要な能力を有し、現状と課題のギャップを認識した社会

に還元できる法的思考に基づいた解決の方向性を見い出せる能力。 
「教養・国際性」 

     グローバルな視点と感覚を持ちながら、幅広い知識や教養をもとに事案の分析・

解決を図ることができる能力。 
「応用力・汎用力」 

     法的知識と法的思考を駆使した応用力と汎用力が構築されることにより、事実 
の抽出や結論への考察、新しい価値や解決策を考える能力。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学生便覧及びホームページ等） 

（概要） 
建学の精神、人材養成に関する目的と教育目的、および学修成果目標に基づき、教養

知識を基盤とした法学教育を行い、主体的な学修を通して各々の「得意分野」を創造し、

調和の取れた人間性を育て実社会に貢献できる人材を育成するため「教育課程編成・実

施の方針」を、次のように定めています。  
 

１． 法的知識および教養知識をグローバル社会で活用するための基礎的な語学力を養 
うために外国語科目を設けています。 



  

２．学生の将来の志望に応じた３つのコース「公務員コース」、「企業コース」、「法 
律コース」を設けています。 

３．初年次における法学の専門科目への橋渡しとなる入門科目を設けています。 
４．初年次に高校教育から大学教育への転換を図るための学修支援と生活支援を促進 
  する「学生生活入門Ⅰ」「学生生活入門Ⅱ」を設けています。 
５．法的思考力と判断力を養成するため法律系科目を設けています。 
６．問題に対する解決策を考察し法律学の理解を促すために政策系科目を設けていま 

す。 
７．学生の社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育てるためにキ 

ャリア系科目を設けています。 
８．法的思考力と判断力を駆使し、社会の諸問題を考察し、論理的かつ妥当な結論を 
 導く力を養うためにゼミナールを設けています。 
９．法律系科目・政策系科目・キャリア系科目の基盤となる幅広い教養と的確な判断 

力や応用力を養成するために人文、社会、自然科学の領域の科目を設けています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学案内・入試要項及びホームページ等で公

表） 

（概要） 

ノースアジア大学では日頃から礼節を重んじ、常に整容を心がけ、将来の目標に向かって

ひたむきに努力する強く大きな志を持った人を求めています。 
〔法学部法律学科〕 

今日の多様化・複雑化する社会の中で活躍することができる法的知識と教養知識を兼

ね備えた有為な人材の育成を教育目標としています。この目標を実現するために学生の

将来の志望に応じた３つのコース「公務員コース」、「企業コース」、「法律コース」

を設けるとともに、基礎的な分野の学習から徐々に高度な内容へと段階的に進むきめ細

かな教育を行っています。 
このような教育目標をもとに、各コースでは次のような学生の入学を望んでいます。

入学後は将来の目標に向けて、いずれかのコースに所属します。 
 

公務員コース 
  １．国家や地域社会の安心と安全に関心があり、住みよい社会の創造に興味を持つ人。 

 ２．社会問題に関心があり、その解決に献身的に行動できる人。 
企業コース 

  １．グローバル社会で活躍するビジネスパーソンを志す人。 
２．企業活動に関心があり、会社経営や企業法務に関心を持つ人。 

法律コース 
  １．専門的知識と教養的知識を身につけながら、実社会の真理を探究し活躍したい人。 

２．衡平の感覚を持ち、法律の素養をいかして人と社会の調和に貢献したいと考えて 
いる人。 

 
そして、何よりも夢に向かってひたむきに取り組み、困難に直面してもあきらめず、

意欲的に成長しようとする強い意志を持つ人の入学を希望します。 
 

高校時代に特に学んでほしいこと 
法治国家の担い手である公務員として社会に携わりたい方は、社会問題を的確に捉

える力を養うために政治経済の勉強が必要です。企業法務の知識を活用して会社経営

や企業で活躍したい方は、経済情勢・社会情勢を分析する力を養うため、日々新聞を

読むこと、ニュースを見ることを習慣化してください。弁護士等の専門職を志す方は、

事実や意見を分析する力が求められます。そのため高校の科目では国語、とりわけ現

代文が重要です。また、法制度に関する歴史的背景や諸問題を理解するために、地歴

公民の科目を広く学び、基礎的知識を身につけることが求められます。 
 



  

これらの資質や能力を有しているかの判断は、資格取得状況、調査書、学力試験、面接等

を通じて行います。 

 

学部等名 法学部国際学科 

教育研究上の目的（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公表） 

（概要） 

ノースアジア大学では、法学部及び国際学科の人材養成に関する目的と教育目的を

次のとおり定めている。 

 

 実社会において必要とされる法的知識を修得させ法的思考力を持つ人材を養成す

る。 

法的素養を身につけた観光事業における有為な人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学生便覧及びホームページ等で公表） 

ノースアジア大学では全学部共通で「卒業認定・学位授与の方針」を次のように定め

ています。 
 １．学則に定められた期間在学し、各学部の教育目標に沿って配置した科目を履修し

て基準となる単位数を修得することが卒業認定・学位授与の要件となります。 
  ２．本学では、卒業試験を課しています。卒業試験に合格することが、必修科目であ

るゼミナールⅢの単位修得要件となります。 
 

「国際関係コース」、「グローバル英語コース」、「観光コース」の各コースにて

社会現象に内在する真理を探求し、人として調和のとれたグローバルな感覚を磨き、

実社会に必要とされる法的要素を身につけた有為な人材の育成を目指しています。こ

の目的と学修成果目標を達成するために、学生の主体的な学修によって単位の質を高

めながら、所定の単位を修得し、卒業試験に合格した者に対して学士の学位を授与し

ます。 
 

「主体性・協調性」 
   未知の分野であっても積極的に関わり、多様性を尊重しながら自身の主張を伝

え、問題の発見・解決のために前向きに行動できる能力。 
「思考・創造性」 

     社会的自立に向けて必要な能力を有し、現状の把握や分析をもとに物事の本質

を見極めながら、論理的に自分の意見を述べることができる能力。 
「教養・国際性」 

     広い視野とグローバルな感覚を持ちながら、多文化共生に関する豊富な知識や

教養をもとに、母国語及び外国語を駆使して、他者との意思疎通を図ることので

きる能力。 
「応用力・汎用力」 
国内外の諸問題に関心を持ち、その解決と持続的な発展に向けて専門知識をいかしな

がら考察できる能力、および新しい価値・文化の創造に向けて行動できる能力。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：学生便覧及びホームページ等） 

（概要） 
建学の精神、人材養成に関する目的と教育目的、および学修成果目標に基づき、学生の

主体的な学修によって単位の質を高めながら、各々の「得意分野の創造」を目指し、ま

た法的素養および国際的な視野を身につけた有為の人材を育成するために、「教育課程

編成・実施の方針」を、次のように定めています。 
 

 １．海外留学や海外インターンシップなどで実践的に活用できる語学力を養うため

に、外国語科目を設けています。 



  

 ２．学生の将来の志望に応じた３つのコース「国際関係コース」、「グローバル英語

コース」、「観光コース」を設けています。 
 ３．初年次に観光学の専門科目への橋渡しとなる入門科目を設けています。 
 ４．初年次に高校教育から大学教育への転換を図るための学修支援と生活支援を促進

する入門教育を設けています。 
 ５．観光に関する知識と実践を通して、観光マネジメントスキルを養成する観光系科

目を設けています。 
 ６．観光学を多角的な視野から学ぶために、法律・経済系科目を設けています。 
 ７．学生の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を養うために、

キャリア系科目を設けています。 
 ８．社会科学的な思考力と判断力を駆使しながら、グローバル社会における諸問題を

考察し、論理的かつ妥当な結論を導く力を養うためにゼミナールを設けています。 
９．観光系科目、法律・政治・経済系科目、キャリア系科目の基盤となる幅広い教養

と的確な判断力や応用力を養うために、人文、社会、自然科学領域の科目を設けて

います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学案内・入試要項及びホームページ等で公

表） 

（概要） 

ノースアジア大学では日頃から礼節を重んじ、常に整容を心がけ、将来の目標に向

かってひたむきに努力する強く大きな志を持った人を求めています。 
 
学生の将来目標に応じて「国際関係コース」、「グローバル英語コース」、「観光

コース」の３コースを設け、実社会に必要とされる法的素養を身に付け、観光事業に

おける専門的職業人や観光行政の担い手のみならず、幅広い職業で活用できる能力を

持った人材の育成を教育目標としています。 
このような教育目標をもとに、各コースでは次のような学生の入学を望んでいま

す。 
入学後は将来の目標に向けて、いずれかのコースに所属します。 
 
国際関係コース 

  １．国際政治や国際経済の動きに関心があり、国内外で活躍したいと考えている人。 
２．国際情勢・法制度等に関心があり、研究対象国との懸け橋になりたいと考えて

いる人。 
３．国際的な視野を持ち、我が国の平和と安定に貢献したいと考えている人。 

グローバル英語コース 
  １．国際的な視野を持ち、英語を駆使して国内外で活躍したいと考えている人。 

 ２．英語を通じた異文化交流について関心と理解を持ち、文化と価値観の違いに対

して調和のとれた感覚を磨きたいと考えている人。 
 ３．フィールドワークを通して「生きた英語」をマスターしたいと考えている人。 
観光コース 

  １．ツーリズム産業に関心があり、ホスピタリティ・コミュニケーションやおもて

なしの心を身につけたいと考えている人。 
 ２．まちづくりや観光に関心を持ち、地域の創生やその将来に大きな夢を抱いてい

る人。 
 ３．フィールドワークを通して「新しい文化の創造」に取り組みたいと考えている

人。 
 

そして、何よりも夢に向かってひたむきに取り組み、困難に直面してもあきら

めず、意欲的に成長しようとする強い意志を持つ人の入学を希望します。 
 

高校時代に特に学んでほしいこと 



  

国際的な視野を持ち、外国語を駆使して国内外で活躍することができるようにな

りたい方は、グローバル社会におけるコミュニケーションの手段として外国語の基

礎を培っておくこと、日本および世界の歴史や政治・経済に関する基礎的知識を身

につけること、日本や諸外国の地理、文化、芸術など幅広い分野に興味を持つこと

が重要です。ツーリズム産業や地域振興、観光行政に関心を持ち、観光プロフェッ

ショナルやビジネスパーソン、公務員として活躍したい方は、日本と世界の社会情

勢に関心を持ち、政治・経済・地理・歴史等の科目を広く学びながら、部活動や委

員会、スポーツ、ボランティア活動等を通して、人との関わりを大切に構築してい

くことが求められます。 
 

これらの資質や能力を有しているかの判断は、資格取得状況、調査書、学力試験、面接等

を通じて行います。 

 

 

教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページで公表（https://www.nau.ac.jp/info/soshiki） 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

経済学部 － 13 人 7 人 1人 0人 0人 21 人

法学部 － 11 人 10 人 4 人 1人 0人 26 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

1 人 24 人 25 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：https://www.nau.ac.jp/economics/staff  
https://www.nau.ac.jp/law/staff 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

授業アンケートが中心である。FD 委員会が中心となって前期、後期に全科目を対象に

アンケートを実施し、アンケート結果を基にした授業改善シートを科目担当者が作成。ア

ンケート結果だけではなく、授業をどのように改善していくのかといった部分を学生が閲

覧できるようになっている。結果は教務部教務課のカウンター、図書館のカウンターに結

果を配置し、いつでも学生が自由に閲覧できるようになっている。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

経済学部 95 人 103 人 108.4％ 455 人 457 人 100.4％ 人 人 

法学部 110 人 56 人 50.9％ 590 人 260 人 44.1％ 人 人 

合計 205 人 159 人 77.6％ 1045 人 717 人 686％ 人 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

経済学部 
120 人

（100％）

2人

（  1.7％）

117 人 

（  97.5％） 

1 人

（  0.8％）

法学部 
73 人

（100％）

0人

（  0％）

68 人 

（ 93.2％） 

5 人

（  6.8％）

合計 
193 人

（100％）

2人

（  1.0％）

185 人 

（  95.9％） 

6 人

（ 3.1％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

経済学部 
130 人

（100％）

115 人 

（  88.5％） 

4 人

（  3.1％）

11 人

（  8.5％）

人

（  ％）

法学部 
77 人

（100％）

70 人 

（  90.9％） 

4 人

（  5.2％）

3人

（  3.9％）

人

（  ％）

合計 
207 人

（100％）

185 人 

（  89.4％） 

8 人

（  3.9％）

14 人

（  6.8％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学では授業計画（シラバス）を作成し、学生に直接配布するとともにインターネット

上で公開している。シラバスには授業の内容や成績評価の方法・基準、到達目標等が載っ

ている。 
シラバスの作成にあたっては、毎年様々な事例や文部科学省及び日本高等教育評価機構

のホームページ等を参照し、シラバスの作成要領である「〇〇年度シラバス作成について」

の見直しを行う。その際は、見やすさはもちろんのこと、項目や記載内容の検討も併せて

行っている。次年度科目担当者が決まり次第、作成要領である「〇〇年度シラバス作成に

ついて」を授業科目担当者に送信し、シラバスの作成を依頼している。提出されたシラバ

スは、教務委員及び教務課職員がチェックし、必要であれば授業担当者と連絡を取りなが

ら加筆している。 
 また、授業実施時期については、年間の行事日程を学生に配布するとともにホームペー

ジ上で公開している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学では、学生便覧及びホームページ上に①成績については、定期試験、授業の小テ

スト、レポート課題、受講態度、貢献度、その他教員の指示する方法等によって総合的に

評価し、各科目担当教員が単位認定すること、②単位認定の評価基準は次の表のとおりと

すること、を明記している。またシラバスにも記載している。 
 
判定 合格 不合格 
評価 秀 優 良 可 不可 
点数 100 点～90

点 
89 点～80 点 79 点～70 点 69 点～60 点 59 点以下 

 
ノースアジア大学では全学部共通で「卒業認定・学位授与の方針」を次のように定めていま

す。 
１．学則に定められた期間在学し、各学部の教育目標に沿って配置した科目を履修して

基準となる単位数を修得することが卒業認定・学位授与の要件となります。 
２．本学では、卒業試験を課しています。卒業試験に合格することが、必修科目であるゼ

ミナールⅢの単位修得要件となります。 



  

 
各学科でも次のように「卒業認定・学位授与の方針」を定めている。 
〔経済学科〕 

経済学部経済学科では、経済社会に対応する実践的能力に長けた、多様な職業

で活躍する主体性と自発性を有する人材を養成することを目指しています。この

目的にしたがって、入門、成長、飛躍という主体的・自発的な成長のプロセスを経

て、所定の単位を修得し、卒業試験に合格したものに対して学士の学位を授与し

ます。また、卒業までに本学学生が身につけるべき能力を次のとおりとします。 
 
「主体性・協調性」 

   自分と他人の存在意義を理解し、物事や事象に関する幅広い情報伝達と共有を 
図り、自身で判断する意志のもと、分析や解決策を成果に結びつける能力。 

 
「思考・創造性」 

   社会的・職業的自立に向けて必要な能力を有し、現状と課題のギャップを認識 
した問題解決能力を兼ね備え、本質を見い出すことで解決の方向性を考える能 
力。 

 
「教養・国際性」 

   グローバルな視点と感覚を持ちながら世界や外国に対する見解を兼ね備え、幅 
広い知識や教養をもとに他人との意思疎通を図ることができる能力。 

 
「応用力・汎用力」 
 経済学的思考と実践的能力を有し、物事や事象に対して要因分析や効果分析な 
ど理論や政策に基づく考え方が、応用力・汎用力のもとに構築できる能力。 

 
〔法律学科〕 

「公務員コース」、「企業コース」、「法律コース」の各コースにて法的真理を探究 

し、人として調和のとれた感覚を身につけながら、実社会において必要とされる 

法的知識と教養知識を兼ね備えた人材の養成を目指しています。 この目的と学 

修成果目標を達成するために、学生の主体的な学修によって単位の質を高めつ 

つ、所定の単位を修得し、かつ卒業試験に合格した者に対して卒業を認め、学士 

の学位を授与します。また、卒業までに本学学生が身につけるべき能力を次のとおりと

します。 

 
「主体性・協調性」 

    衡平の感覚を備え、他者の人格を尊重しつつ、主体的に問題点を検討しなが 
ら一定の成果に結びつける能力。 

 
「思考・創造性」 

     職業的自立に向けて必要な能力を有し、現状と課題のギャップを認識した社会

に還元できる法的思考に基づいた解決の方向性を見い出せる能力。 
 
「教養・国際性」 

    グローバルな視点と感覚を持ちながら、幅広い知識や教養をもとに事案の分 
析・解決を図ることができる能力。 

 
「応用力・汎用力」 

    法的知識と法的思考を駆使した応用力と汎用力が構築されることにより、事 



  

実の抽出や結論への考察、新しい価値や解決策を考える能力。 

 

〔国際学科〕 

「国際関係コース」、「グローバル英語コース」、「観光コース」の各コースにて社 

会現象に内在する真理を探究し、人として調和のとれたグローバルな感覚を磨 

き、実社会に必要とされる法的要素を身につけた有為な人材の育成を目指して 

います。この目的と学修成果目標を達成するために、学生の主体的な学修によっ 

て単位の質を高めながら、所定の単位を修得し、卒業試験に合格した者に対して 

学士の学位を授与します。 

 

「主体性・協調性」 
 未知の分野であっても積極的に関わり、多様性を尊重しながら自身の主張を 
伝え、問題の発見・解決のために前向きに行動できる能力。 
 

「思考・創造性」 
    社会的自立に向けて必要な能力を有し、現状の把握や分析をもとに物事の本 

質を見極めながら、論理的に自分の意見を述べることができる能力。 
 

「教養・国際性」 
    広い視野とグローバルな感覚を持ちながら、多文化共生に関する豊富な知識 

や教養をもとに、母国語及び外国語を駆使して、他者との意思疎通を図ること 
のできる能力。 

 
「応用力・汎用力」 

国内外の諸問題に関心を持ち、その解決と持続的な発展に向けて専門知識を 
いかしながら考察できる能力、および新しい価値・文化の創造に向けて行動で 

きる能力。 
 
 各学科の卒業所要単位数は次のとおりとなる。 

 
〔経済学科〕 

科目区分 卒業所要単位数 

総合科目群 必修科目 6 単位 

 選択必修科目 4 単位以上 

 選択科目 8 単位以上 

専門科目群 必修科目 10 単位 

 選択科目 96 単位以上 

 合計 124 単位以上 

 
〔法律学科〕 

科目区分 卒業所要単位数 

総合科目群 必修科目 4 単位 

 選択必修科目 4 単位以上 

 選択科目 10 単位以上 

専門科目群 必修科目 12 単位 

 選択科目 94 単位以上 

 合計 124 単位以上 

 



  

〔国際学科〕 

科目区分 卒業所要単位数 

総合科目群 必修科目 4 単位 

 選択必修科目 6 単位以上 

 選択科目 8 単位以上 

専門科目群 必修科目 12 単位 

 選択必修科目 14 単位以上 

 選択科目 80 単位以上 

 合計 124 単位以上 

なお、本学では 2 年次から 3 年次に進級する際、50 単位以上取得できなければ進級を

認めていない。3 年次終了までに 80 単位以上取得できなければ卒業見込証明書も発行し

ない。 
さらに、本学では学位授与方針に明記している通り卒業試験を課している。卒業試験に合 
格することが、必修科目であるゼミナールⅢの単位修得要件となる。 
 このように、単位取得に関連してハードルを設けることで、厳格な運用を行っている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

経済学部 
経済学科 １２４単位 有 ４６単位

 単位 有・無 単位

法学部 
法律学科 １２４単位 有 ４６単位

国際学科 １２４単位 有 ４６単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：学生の成績指導、学業奨学生、卒業時の表彰等の判定

資料等に活用している。 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：ホームページで公表(https://www.nau.ac.jp/campus) 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

経済学部・法
学部 

(1 年) 

経済学科・法律
学科・国際学科 

668,000 円 200,000 円 277,500 円

190,000 円(施設設備費) 
63,000 円(資料等諸費) 
24,500 円(課外活動諸費) 

経済学部・法
学部 

(2~4 年) 

経済学科・法律
学科・国際学科 668,000 円 円 277,500 円

190,000 円(施設設備費) 
63,000 円(資料等諸費) 
24,500 円(課外活動諸費) 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の修学にあたっては、入学前研修、入学後の各種ガイダンス、１年次必修科目であ

る入門科目（経済学部：総合科目、法学部：学生生活入門）等を通じて、担当教員等がき

め細かく指導している。 
また、単位数が標準よりも不足している者、GPA が著しく低い学生に対しても、成績

発表後に面談を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

ゼミナール担当教員を中心とした各学部とキャリアセンターが連携して、学生個々の進路

希望や個性を把握した支援体制を整えている。各学年就職ガイダンスの開催や、全学生対象

の進路に関する個別面談の実施のほか、就職支援会議を週１回ペースで開催することで教職

員間での情報共有を行い、学生の希望進路の実現に向けて取り組んでいる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

毎年度始めに全学生を対象とした健康診断を行っており、検査結果に問題のあった学生

には保護者等に通知するとともに病院を紹介し受診させている。また健診結果を基に、

BMI に問題のある学生を定期的にチェックし、食事指導を行っている。 
 なお、保健室では疾病、心身の健康に関する相談に随時応じている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：ホームページで公表（https://www.nau.ac.jp/info/koukai） 

 

 


